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情報活用能力としての情報モラル教育の位置づけ

(1) 各学校においては，児童の発達の段階を考慮し，言語能力，

情報活用能力（情報モラルを含む。） ，問題発見・解決能力等の

学習の基盤となる資質・能力を育成していくことができるよう，各

教科等の特質を生かし，教科等横断的な視点から教育課程の編

成を図るものとする。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編
第２節 教育課程の編成 １各学校の教育目標と教育課程の編成（第１章第２の１）
学習の基盤となる資質・能力（第１章第２の２の(1)）

情報活用能力（情報モラルを含む。）
情報を上手に活用する力 ＋ リスクに対応する力
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A 「情報活用の実践力」 課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて，
必要な情報を主体的に収集・判断・表現・処理・創造し，受け手の状況などを踏まえて発
信・伝達できる能力

B 「情報の科学的な理解」 情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と，情報を適
切に扱ったり，自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や方法の理解

C 「情報社会に参画する態度」 社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や
及ぼしている影響を理解し，情報モラルの必要性や情報に対する責任について考え，望
ましい情報社会の創造に参画しようとする態度

「情報化の進展に対応した初等中等教育における情報教育の推進等に関する調査研究協力者会議 第1次報告」

情報モラル教育の目的の先には，
「情報社会に参画する態度」の育成も含まれている。

情報活用能力としての情報モラル教育の位置づけ
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近年の情報モラル教育

情報モラル教育のニーズの高まりと教育コンテンツの増加

文部科学省「情報モラル教育ポータルサイト」

他方，学校現場にはこれで解決できない悩みや課題も…

文部科学省「情報モラル学習サイト」

授業で活用できる教材や教職員向けの研修動画など，

以前に比べ，情報モラル教育を実施するための環境は整いつつある
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ご質問などで挙げられる先生方の情報モラル教育の課題

【情報モラルで扱う内容】に関する課題
（何を・どこまで教えるのか？）

● 情報モラルといった際に具体的にどんなことを教えればよいのか

わからない。

● 生成AIの広まりにより，著作権をはじめとした新しいトラブルへの

対応が必要であると感じる。

● SNSの新たなサービスや生成AIによるトラブルなど，社会変化

についていくことが難しく感じる。

● 家庭でのスマホ利用だけではなく，学校の一人一台端末も含め，

どのような内容を扱えばよいのかの判断が難しい。
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ご質問などで挙げられる先生方の情報モラル教育の課題

【情報モラルの指導方法】に関する課題
（どのように教えるのか？）

● 情報モラルでは，どんなことを伝えていけば良いのかという

イメージが持ちにくい。

● 道徳と内容として重なる部分もあるため，情報モラルとして

どのような指導方法が有効なのか知りたい。

● 具体的に視聴させている動画や授業で活用できる教材などを

知りたい。

● 子どもたちが一人でICTを使う時に，学習した内容が活かされる

指導事例があれば教えてほしい。
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ご質問などで挙げられる先生方の情報モラル教育の課題

【指導時間の確保や指導計画】に関する課題
（どう位置づけるのか？）

● 学校で指導すべき内容が多く，情報モラル教育を行うための

時間の確保が難しい。

● どんな時間に話をすればいいのかわからない。また，朝の会など

短い時間で出来ることがあれば知りたい。

● 年間指導計画やカリキュラムとの関連を持たせることが難しく，

系統的に指導することが困難である。

● 各学年やクラスで統一的な内容で実施することが難しく，

授業に差が生じてしまう。
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ご質問などで挙げられる先生方の情報モラル教育の課題

【校内・家庭への浸透や指導体制】に関する課題
（個人任せをどう解消するのか？）

● 情報モラル教育は一部の担当者任せで，全教員の共通理解が

進まない。

● 教職員のICTスキルや情報モラルへの理解に差があり，

実施の意識にも差があることが課題。

● 家庭との連携の難しさや学校がどこまで介入するかの線引きが

難しく，保護者研修なども効果が感じられない。

● 保護者の意識も高くはなく，ネット依存ギリギリの子どもやSNS

のトラブルが多い。
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令和６年度全国学力・学習状況調査の結果から

文部科学省・国立教育政策研究所（2025）令和６年度全国学力・学習状況調査 経年変化分析調査・保護者に対する調査の結果（概要）のポイント，p2より抜粋

クロス集計の結果，利用時間の増加と共に教科の平均スコアが減少傾向に
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中央教育審議会の論点整理の中でも…

文部科学省（2025）教育課程企画特別部会 論点整理，p51より抜粋

“教育課程への位置づけ”や“新たな技術のリスクをどう教えるか”が課題に
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情報モラル教育の課題のセグメント

【情報モラルで扱う内容】

（何を・どこまで教えるのか？）

【情報モラルの指導方法】

（どのように教えるのか？）

【指導時間の確保や指導計画】

（どう位置づけるのか？）

【校内・家庭への浸透や指導体制】

（個人任せをどう解消するのか？）

本日の指導者セミナーでは，こうした悩みや課題に対して，

実践事例を通して，アプローチ方法について考えていきたいと思います
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「情報活用能力」を育成するということ

「ICTを操作すること」＝「情報活用能力の育成」ではない

情報活用能力を育成するために…

・何のためにICTを使うのか？

・他の手段と比較して選択できているか？

・どんな課題を解決したいのか？

方法ベースではなく，目的ベースで

探究的に活用できることが重要。

情報モラル教育も同様に，「情報モラルの教え方」だけではなく，

どんな時に，どんな情報モラルが必要になるかを考えることがポイントに
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情報社会に参画する立場として，

何がリスクになりうるかを考え，自ら他者や社会へ働きかけることでの学び

探究的に情報モラルを考えていく必要性

※昨年度の取り組み

子どもたちが偽・誤情報に関するショート動画を作成するコンテストを開催
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「情報活用能力」を育成するということ

全ての内容を均一的に指導するのではなく，

子どもたちの活動に関連しやすい内容から教えることで「自分事」に。

「情報モラル」を必要とする場面での指導の重要性

情報モラルを必要とする授業場面

・タブレットで写真を撮影するとき

・クラスでチャットで交流するとき

・校内へ発信するポスターを作成するとき

「授業・学校の文脈」の中で

情報モラルを教えることも有効。
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情報活用場面で指導することにより，学習効果だけではなく，

指導時間の確保や教科横断的な指導の実現にも。

「活用場面」で指導する情報モラル

文部科学省「情報モラル学習サイト」

ICTの活用場面
（8場面）

LINEみらい財団「GIGAワークブック」

情報の「活用場面」で使える情報モラルの教材例
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柏市立大津ケ丘第一小学校

校長 佐和 伸明 先生

ご登壇者
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佐和先生のご報告から

【情報モラルで扱う内容】

（何を・どこまで教えるのか？）

「情報モラルを知る」から「情報モラルを探究する」へ

（安全教育の側面だけではなく，リスク教育としてどう付き合っていくか）



Sakai Lab.,Tokoha Univ.

佐和先生のご報告から

「守らなければいけないもの」から「活用のために必要なもの」へ

（上手な活用とリスクへの対応をバランスよく身につける一助に）

【情報モラルの指導方法】

（どのように教えるのか？）
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佐和先生のご報告から

共通のテーマを軸として，発達段階による「活用スキル」の分類

（学校全体で考えるきっかけ，家庭との連携にもつながる）

【指導時間の確保や指導計画】

（どう位置づけるのか？）
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中教審の議論の中でも…

「情報の領域」をスポット的から，グラデーション的な指導へ

文部科学省（2025）教育課程企画特別部会 論点整理，p52より抜粋
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佐和先生のご報告から

「大人から教えられるもの」ではなく，「自ら考えて発信するもの」

（世代間ギャップを理解するきっかけにも）

【校内・家庭への浸透や指導体制】

（個人任せをどう解消するのか？）
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パネルディスカッション

－佐和先生へのご質問－
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もう少し伺ってみたいこと

■こういった取り組みの中でみられる子供たちの変化は？
（トラブルは減った？学力などへの影響は？）

■学校での各先生方の役割は？
（教材はどこから？アイデアを考えるのは？研修などは？）

■子供たちや先生のモチベーションを上げるためには？
（最初の一歩をどのように踏み出すのか？）

■保護者の方への理解を得るための工夫は？
（保護者の方が活用状況にばらつきがあるのでは？）
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■こういった取り組みの中でみられる子供たちの変化は？
（トラブルは減った？学力などへの影響は？）

■学校での各先生方の役割は？
（教材はどこから？アイデアを考えるのは？研修などは？）

■子供たちや先生のモチベーションを上げるためには？
（最初の一歩をどのように踏み出すのか？）

■保護者の方への理解を得るための工夫は？
（保護者の方が活用状況にばらつきがあるのでは？）



Sakai Lab.,Tokoha Univ.

セミナー全体を通じて

「情報モラル」は“情報を活用しながら育てる力”

情報モラル教育=情報活用能力の指導の一部

情報モラル教育は，ICTから子供たちを遠ざける

ことではなく，文脈の中で上手に活用させること

＜アプローチの視点＞

①「方法を探す」から「目的を探す」へ

⇒ 教材や時間を探す発想から，育てたい姿や場面を選ぶ

②「単発／個人」から「一貫／組織」へ

⇒ 教員のスキルに依存した指導ではなく，学校的文脈をどう作るか



Sakai Lab.,Tokoha Univ.

セミナー全体を通じて

【明日からのアクションに向けて】

①「今ある学び」に情報モラルをどう重ねられるか？

⇒ ICT活用・探究活動・AI活用の場面で必要な情報モラルは？

②校内で「手段の共有」ではなく，「目的共有のため」の対話

⇒ 「情報モラルは大切」をもう一歩掘り下げて，「何を育てたい」か

③大人が“教える”から“共に考える”へ

⇒ 児童生徒・保護者・地域住民とともに，新しい情報社会やルールを

考える機会へ

学校・子供たちの実態に合わせて，

「情報社会に参画する態度」（≠使わせない）をどんな文脈で育てたいか
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